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 １．研究計画の概要 
(1) 本研究の目的は、ラオスの農村の水田景
観において、植物相の記載、住民の植物利用
や管理法の記録、種多様性が維持されている
メカニズムの推定を行い、その結果をもとに
地域に適した植物資源管理の方法を考察す
ることである。 

③水田と畑地に生育する野生植物のうち、食
用となるものは、再生が可能となるように若
芽だけが採集されていること明らかとなっ
た。また除草の際にも、有用な野生植物は、
意図的に保護されていた。 
 

 ④比較研究の調査地であるインドのアルナ
ーチャル・プラデーシュ州でも、ラオスの調
査地と同様に、水田や畑地にセリ、ハハコグ
サ、ツボクサ、ドクダミが生育し、除草の際
にも除去されずに残され、食用として利用さ
れていることが明らかとなった。 

(2) 本研究では、「ラオスの自給的な農村で
は、住民の生業活動の下で、有用な野生植物
が農耕地に維持されている」という仮説を検
証する。 
 

 ２．研究の進捗状況 
⑤以上の成果を総合すると、本研究の仮説
「住民の生業活動の下で、有用な野生植物が
農耕地に維持されている」が支持される結果
が得られた。 

(1) これまでの現地調査では、雨季と乾季に、
ラオス北部と中部において、農耕地の野生植
物相の記録、除草や採集活動の記録、市場で
販売される野生植物の種類、採集場所、利用
法の記録を行った。また、ラオスの事例との
比較研究として、インド北東部アルナーチャ
ル・プラデーシュ州でも、同様の現地調査を
行った。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本研究の仮説を支持する調査結果が集ま
りつつあるため、順調に進展していると考え
られる。2007 年度の研究計画では、ラオス
南部のアッタプー県も調査対象として考慮
していたが、代表者の所属と仕事内容が変わ
ったため、ラオスの調査地は北部と中部のみ
とし、その代り比較研究としてインド北東部
でも調査を行うこととした。 

 
(2) 成果 
①ラオスの水田にイネと競合するイネ科の
強害草が少なく、除草がほとんど行われない
ところが多いことが明らかとなった。このこ
とは、水田に多様な野生草本植物が維持され
ることの要因の 1 つだと考えられる。 
 

 ②ラオスでは、貧栄養湿地に生育する希少な
植物が、水田にも生育していることが明らか
となった。これは、化学肥料を使用していな
い水田が、希少な湿地植物に生育場所を提供
していることを示している。 

４．今後の研究の推進方策 
(1) ラオスとインド北東部で現地調査を行
い、住民の生業活動の下で、農耕地に有用植
物が維持されていることを実証する。また、



引き続き、農耕地に生育する野生植物のイン
ベントリーを作成する。 
 
(2) これまでの調査結果をまとめ、2-3 本の
投稿論文を執筆する。 
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